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ｌ
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「
く
に
づ
く
り
」
へ
と
思
い
が
　
　
「
阪
神
大
震
災
の
際
に
岡
山
県
ら
に
入
り
込
む
余
地
は
な
か
っ
　
や
地
方
自
治

あ
る
。

　
　
（
次
回
か
ら
社
会
面
に
掲
載

し
ま
す
）

し
、
地
方
自
治
体
に
も
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
外
交
の
一
翼
を
担
う

　
「
国
際
政
策
」
の
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
始
め
た
。

い
」
。
直
面
し
た
国
際
舞
台
の
現
重
視
さ
れ
て

動
が
そ
れ
を
証
明
し
た
」

－　。　順良騨]蔀康二二回□回

　　－一一一一－－一一一一一一
　
来
客
は
、
は
る
か
遠
い
国
か
開
業
医
の
傍
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
岡
山
」
－
Ｉ
。

ら
岡
山
を
目
指
し
て
や
っ
て
来
を
務
め
る
菅
波
茂
さ
ん
（
四
九
）
は
　
菅
波
さ
ん
が
提
唱
し
た
「
国
際

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
」
の
キ
ャ

　
三
月
二
十
三
日
。
ア
フ
リ
カ
　
政
府
の
外
交
施
策
の
一
翼
を
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。
「
ト
ピ
ア
」

南
部
の
ザ
ン
ビ
ア
の
政
府
高
官
担
う
よ
う
に
な
っ
た
地
域
社
は
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
　
（
理
想
郷
）

ら
四
人
が
訪
れ
た
の
は
、
’
、
岡
山
会
。
ザ
ン
ビ
ア
高
官
の
岡
山
訪
か
ら
名
付
け
た
。

市
街
地
北
西
部
、
同
市
檜
津
に
問
は
、
「
地
方
に
よ
る
国
際
政
　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
な

あ
る
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
策
」
の
新
た
な
一
歩
を
象
徴
し

会
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ａ
ア
ム
ダ
）
　
て
い
た
。

の
Ｈ
心

力
事
業
団
Ｔ
ｌ
ｃ
　

■
ヱ
果
″
の
岡
山

Ａ
）
に
協
力
し
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
　
　
「
国
際
貢
献
」
と
「
地
域
お

後
、
五
年
に
わ
た
り
ザ
ン
ビ
ア
こ
し
」
。
一
見
つ
な
が
り
の
な

で
、
地
域
の
保
健
医
療
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
や
栄
養
改
善
な
ど
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
し
て
実
施
す

政
府
ベ
ー
ス
の
援
助
。
こ
れ
に

対
し
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
貢

献
・
協
力
を
行
う
民
間
団
体
の

こ
と
を
い
う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
そ

の
一
つ
で
あ
る
。

　
ザ
ン
ビ
ア
援
助
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
体
的
に
参
画
す
る

初
め
て
の
ケ
ー
ス
。
「
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
新
た
な
在
り
方
を
探
る
モ
デ

ル
と
な
る
。
岡
山
の
人
的
、
社

会
的
資
源
を
生
か
し
た
い
」
。

さ
そ
う
な
、
こ
の
取
り
合
わ
せ

ど
国
連
の
人
道
援
助
関
係
機
関
が

そ
ろ
う
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
。

以
後
、
ア
ジ
ア
医
学
生
国
際
会
　
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
急
で
、
地
方
も
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ

実
だ
っ
た
。

き
て
い
る
。

「
政
府
と
の
役
割
分
担
の
中
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辺
町
出
飛
歴
史
好
き
で
、
高
校
‐
‐
一
進
め
同
五
十
九
年
、
医
療
援
助
な
流
」
か
ら
「
国
際
協
力
」
へ
と
す
時
代
だ
」
と
菅
波
さ
ん
。
岡

年
の
時
に
見
た
太
平
洋
戦
争
の
写
ど
を
行
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
に
至
民
間
団
体
の
活
動
内
容
が
変
化
山
か
ら
世
界
へ
向
け
た
発
信
で

Ｉ
立
揉
ｗ
Ｅ

］
｛…

…
｝
」

士
j
‐
s

…
…
… …
一

…… ｛
四
し

｝…
…て
Ｉ

｛
’
…
…
…

…

…
｝

’

づ
く
り
か
ら

人
的
育
成
や

草
の
根
レ
ベ

ル
で
の
施
策

ザンビアの政府高官らと援助計画を話し合う菅波さん（左）。「地方から

の国際政策」の最前線を担っている＝３月23日、岡山市・ＡＭＤＡ本部

■
タ
イ
で
の
転
機

菅
波
さ
ん
は
広
島
県
深
安
郡
神

広
が
る
。

　
　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の

点
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
壮
大
な
る
。

動
。
何
の
準
備
も
な
い
菅
波
さ
ん
中
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
援
助
効
に
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
特
性
と
も
に
医
療
支
援
に
赴
い
た
が
、
へ
援
助
の
視

果
も
上
が
る
、
と
の
発
想
が
原
の
活
用
に
つ
な
が
る
と
分
析
す
既
に
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
活
点
が
移
る

！
や
自
治
体
こ
そ
が
総
合
的
に
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
人
道
援
助
転
機
が
訪
れ
る
。
医
学
生
二
人
と

携
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
、
タ
イ
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
大
き
な

の
意
義
を
菅
波
さ
ん
は
打
ち
出
と
の
構
想
だ
。
「
世
界
都
市
・
岡

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
」
づ
く
り
で
あ
る
。

　
発
展
途
上
国
な
ど
へ
の
援
助
　
　
「
そ
の
底
流
に
岡
山
県
の
精
神

に
必
要
な
保
健
や
医
療
、
水
道
文
化
の
特
長
が
あ
る
」
と
菅
波
さ

や
農
業
技
術
、
教
育
な
ど
は
、
ん
。
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
宗
教

日
本
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
の
分
野
は
、
岡
山
は
歴
史
と
伝
統

化
を
持
っ
た
ア
ジ
ア
ヘ
の
関
心
は
必
ず
し
も
高

深
ま
る
ば
か
り
。
ア
ジ
ア
に
興
味
く
な
い
。
大

を
持
つ
日
本
の
医
学
生
ら
と
の
連
規
模
な
施
設

阿
‥
‥
‥
隨
四
謳

務
医
な
ど
を
経
る
中
で
、
ア
ジ
ア
本
。
し
か
し

各
国
へ
の
放
浪
の
旅
や
農
村
で
の
そ
の
割
に

医
療
協
力
を
続
け
た
。
多
様
な
文
は
、
評
価
は

据
え
て
民
間
貢
献
の
拠
点
と
し
、
　
岡
山
犬
医
学
部
に
入
学
し
、
同
界
一
の
「
援

地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
大
大
学
院
、
岡
山
市
内
の
病
院
勤
肋
大
国
」
日

こ
れ
に
対
し
岡
山
を
、
世
界
各
国
国
で
な
ぜ
こ
ん
な
姿
に
ｔ
：
」
。
言
葉
二
悍
ル
（
平

で
人
道
援
助
な
ど
に
活
躍
す
る
Ｎ
を
失
う
と
同
時
に
平
和
へ
の
思
い
成
六
年
）
で

Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
や
異
国
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
四
年
連
続
世

真
集
に
衝
撃
を
覚
え
た
。
ニ
ュ
ー
る
。

ギ
ニ
ア
戦
線
で
海
岸
に
半
分
厘
を
　
　
　
　
　
　
点

う
ず
め
て
死
ん
だ
兵
士
の
写
真
・

■
変
わ
る
視
ヽ

「
同
じ
年
ご
ろ
の
日
本
人
が
遠
い
　
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
支
出
額
が
約
百
三
十

議
な
ど
を
重
ね
て
組
織
づ
く
り
を
速
に
進
む
国
際
化
。
「
国
際
交
を
持
っ
て
国
際
政
策
を
打
ち
出

民
が
見
せ
た
目
覚
ま
し
い
救
援
活
た
。
「
善
意
だ
け
で
は
通
用
し
な
体
の
役
割
が
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